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研究の動機

• 近年、日本では人口減少や少子高齢化により地方では過疎化が進行
• 大型店舗の郊外化による商店街の衰退
• 公共交通機関の弱体化等
• 「買い物弱者」と呼ばれる人々が高齢者を中心に増加している

私たちは改めて富山県に買い物弱者がどれくらい
存在しているのか推計し、望ましい買い物弱者支
援について考察した
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「買い物弱者」とは

• 経済産業省

「流通機能や交通の弱体化とともに、食料品等の日常の買い物が

困難な状況に置かれている人々」

• 農林水産政策研究所

「家から店舗までの距離が５００ｍ以上かつ自動車利用困難な６５歳以上高齢者」
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先行研究
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農林水産政策研究所 食料品アクセス困難人口の割合（2015年・市町村別）
https://www.maff.go.jp/primaff/seika/fsc/faccess/fig01.html

米山宗久（2014）. 一人暮らし高齢者の買い物支援の必要性: 生活自立状況の視点から
.地域連携研究: 長岡大学地域連携研究センター年報,（1） 105-111.

https://www.nagaokauniv.ac.jp/wp2014/wp-content/uploads/2014/12/cnenpo24-r-yoneyama.pdf

https://www.maff.go.jp/primaff/seika/fsc/faccess/fig01.html
https://www.nagaokauniv.ac.jp/wp2014/wp-content/uploads/2014/12/cnenpo24-r-yoneyama.pdf


全国の買い物弱者人口を表した図
農林水産政策研究所 ６５歳以上食料品アクセス困難人口の割合（２０１５年・市町村別）
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各県の１世帯自動車保有台数（平成２７年）

一般財団法人 自動車検査登録情報協会自家用乗用車の世帯当たり普及台数(H27/8/14) 
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農林水産政策研究所の
結果からわかること

• 富山県は他の県と比べると買い物弱者問題が深刻ではない？

• この買い物弱者推計は個人単位で自動車を利用できない６５歳以上人口を対象にしている

• １世帯当たり自家用車保有台数の高い富山県の買い物弱者推計値は低く推計されていたこと
が考えられる（他の中部地方の県にも同様のことが言える）
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富山県の買い物弱者（研究の着眼点）

• 今は１世帯自動車保有率が高いため、買い物弱者問題は他の県と比べると深刻化していない

• 自動車が運転できなくなった時に、一気に深刻化する恐れがある

• 農林水産政策研究所の推計は、市単位でしか行われていないが買い物弱者の現状をもっと細
かく見るために、町丁・字別で推計を行った

高齢化が進み自動車を運転できない人が増加す
ることが予想できるため長期的にみると現段階か
ら買い物弱者対策を検討しておいた方がいい！
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分析の方法
町丁・字別ごとに、小売店から一定距
離範囲にカバーされない場所に居住し
ている高齢者を推計

自動車を利用できなくなったときに
買い物弱者になる

小売店

小売店

半径５００ｍ（一定距離）
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地理情報システム(QGIS) を用いて
買い物弱者を推計

カバーされない場所



分析の方法 • 高齢者の分布

国勢調査小地域データを用い、小地域の６５歳

以上人口と７５歳以上人口を求めた

• 買い物弱者数の推計：按分

人口は各小地域に均等に分布しているものとし、

小売店からの半径５００ｍのバッファ円（図の赤

の円）がカバーしている面積の割合と、各小地

域の高齢者の全人口をかける
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カバーされない人口を買い物弱者となる可
能性がある人として推計した

この0.4751はこの小地
域の全面積のうち、

47％が小売店のカバー
範囲にあるということ

ある小地域の買い物弱者数＝
小地域の高齢者数×（１－小売店がカバーできる割合）



分析結果

青丸：小売店
赤線：道路
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買い物弱者推計結果
• ６５歳以上人口買い物弱者
３２２,８９９（全体）－５７,７９３（按分した人口）

＝２６５,１０６（買い物弱者）

買い物弱者割合＝８２.１％

• ７５歳以上人口買い物弱者
１５８,８４１（全体）－２８,８８６（按分した人口）

＝１２９,９５５（買い物弱者）

買い物弱者割合＝８１.８％
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富山県 高齢者単身世帯
買い物弱者推計
• 富山県における高齢者の単身世帯について

６５歳以上 総数 39,871(男:11,966 女:27,905)

７５歳以上 総数 22,280(男:4,649 女:17,631)

• 単身世帯の買い物弱者推計

６５歳以上 総数 39,871×82.1％＝32,734

７５歳以上 総数 22,280×81.8％＝18,225
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富山県町丁・字別65歳人口と
小売店のバッファ分析
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バッファ分析からわかること
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県西部



バッファ分析からわかること
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県東部



分析のまとめ
人口が多い地域にも関わらず小売店が少ない場所が県西部、県東部でいくつか確認することができ

た

中山間地域に居住している人が見受けられたが、近くに小売店がなく車などの移動手段を利用して買

い物に行くことが前提になっている

高齢化が進み65歳以上人口が増加し、今の高齢者がもっと年を取ることを考えると自動車を運転でき

なくなる、あるいは保有しなくなる人が増加することが考えられるため買い物弱者は深刻化する

19





高齢者の買い物に関する研究

•米山（２０１４）の研究
• 山梨県甲斐市の一人暮らし高齢者の買い物現状についてアンケート調査行い、買い物支
援の必要性について考察を行った

買い物支援は孤独死や孤立化を予
防し、見守り機能を担うものであると
結論付けている
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先行研究を踏まえて
•中山間地域に住む高齢者にとって「買い物」とは多様な価値をもつものである
ことが先行研究からわかる

買い物をすることが運動につながり、外出することにつながり、誰かとコミュニ

ケーションができるということに繋がる！

• しかし、先行研究では具体的にどういった買い物支援をすればいいのか示されていない

買い物に多様な価値があることを踏まえつつ、具体的な支援策を

提言したい！
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「買い物弱者」何が問題？

•そもそも「買い物弱者」の何が問題なのだろうか？
• 考えられる問題は主に４つ

①健康リスクの増大

②孤独死を招く可能性

③コミュニケーション能力の低下

④地方からの人口流出
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買い物支援策の種類
• 経済産業省（２０１０）によると、買い物弱者対策は主に４つに分類される。

1. 宅配サービス

• ネットスーパー・生協の個配事業

2. 移動販売

3. 店への移動手段の提供
• 買い物バス等

4. 便利な店舗立地
• 過疎地へのコンビニ出店・共同店

「会食」や「配食」と
いった支援も！
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移動販売
•移動販売のメリット
•商品を実際に見て選ぶという買い物の楽しさの提供
•住民の「集う」きっかけ。コミュニケーションを促進。

•デメリット
•注文を受ける仕組み、発送する仕組み、運送の仕組みを作る必
要

•移動販売では人件費や車両・燃料費といった費用が発生
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移動手段の提供

•移動手段の提供のメリット
•買い物だけでなく、通院や他の施設への移動も容易になる

•デメリット
•定期便方式の場合、乗車率が低いと非効率になる
•ルート設定など運営の仕組み作りが複雑になる
•運行する車両の台数、運行方法によってはコストが大きくなる
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宅配、便利な店舗立地

•１の「宅配」は、便利であるが外出機会やコミュニケーションをする機会
に結び付きにくいというデメリット。

•４の「店舗立地」は、買い物弱者支援として「理想形」であるが、開店や運営
に大きなコストがかかることや在庫ロスがデメリット。
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支援策として望ましいのは？
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「宅配」、「店舗立地」は新たな買い物支援策とし
て提言するのには望ましくない

「宅配」
外出機会やコミュニケーションに繋がりにくい

「店舗立地」
そもそも店舗がないことから買い物弱者が発生してい
る、開店や運営に大きなコストがかかる

なぜなら
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移動販売移動手段の提供

買物＋ほかの施設への移動
↓

生活インフラの利用が楽！

生活に大きな制限

非効率コスト

移動にコストが伴う

外出機会につながる
コミュニケーションや交流

生活に制限かからないBut

移動販売が最も望ましい！
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富山県の買い物支援サービス
•まず、富山県の買い物支援サービスを考える

•富山県で買い物支援サービスを行っている事業者は４４事業者

移動販売や生協等による宅配、イ
ンターネットスーパー、行政による
買い物バスなど支援策は様々！
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問題点は何か？
•生活協同組合やイオンネットスーパーなどが現在行う宅配は、便利であるが運動や外
出機会につながらないため、新たに展開していくべき買い物支援策としては望ましくな

い

•地域の特性を考慮した、効率の良い移動販売ができていない

•地域交流やコミュニケーションを意識した買い物弱者支援がなされていない
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政策提言
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政策提言

1.品揃え、コミュニケーションを意識した移動販売

2.会食会サービス
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品揃えを意識した移動販売

• 分析の結果では、６５歳以上の人口が多いのにも関わらず、小売店がないという地域が存在し
ていることが分かった

そういった地域には
「品揃えを意識した移動販売」が有効であり、一定の
収益が見込め、買い物弱者支援としてのニーズを獲
得できる可能性がある
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75歳以上高齢者の食料への消費支出

1,255 245 1,010

80.4 80.7 80.3

129,369 125,389 131,022

147,023 142,119 149,025

32,976 35,455 31,927

穀類 2,710 8.2% 2,850 8.0% 2,651 8.3%

魚介類 3,170 9.6% 3,046 8.6% 3,222 10.1%

肉類 2,052 6.2% 1,717 4.8% 2,191 6.9%

乳卵類 1,850 5.6% 1,669 4.7% 1,925 6.0%

野菜・海藻 4,613 14.0% 3,865 10.9% 4,924 15.4%

果物 2,133 6.5% 1,719 4.8% 2,305 7.2%

油脂・調味料 1,589 4.8% 1,462 4.1% 1,641 5.1%

菓子類 2,099 6.4% 1,633 4.6% 2,293 7.2%

調理食品 5,040 15.3% 5,572 15.7% 4,818 15.1%

飲料 1,742 5.3% 1,878 5.3% 1,685 5.3%

酒類 1,169 3.5% 2,343 6.6% 679 2.1%

外食 4,812 14.6% 7,703 21.7% 3,594 11.3%

75歳以上の男・女，年齢階級別１世帯当たり１か月間の収入と支出 

割合 割合 割合

75歳以上男女,平均 75歳以上男性,平均 75歳以上女性,平均単身世帯のうち無職世帯(全国)

集計世帯数

年齢(歳)

可処分所得

消費支出

食料

全国消費実態調査 / 平成26年全国消費実態調査 / 都道府県別富山県から引用

（32,976-4,812）×129,955

＝3,660,052,620
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コミュニケーションを意識した対策
• 中山間地域に居住しており、買い物弱者となっている可能性のある人がいることが分析の結果
明らかとなった

• こうした人々は車の運転ができなくなった際、外出できる機会が減りコミュニケーションや運動
ができなくなる可能性が高い

こうした可能性から、
コミュニケーションや人との交流を意識
した移動販売を提言する。
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コミュニケーションを意識した対策

見守り

健康相談
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会食会サービス
• 一週間〜二週間に一回、公民館などを利用して買い物弱者に該当する人を集め、買い物を行
い、みんなで調理をし、会食を行うというサービス

• 一人暮らしなどで、淋しい高齢者などは同年代の人が集まり買い物や会話ができることで楽し
みができる

→コミュニケーションを図ると言う面においては、○
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コミュニケーション・外出促進・地域と人口に適した移動販売

・人件費、燃料費の問題
・商品の注文・発送の仕組み
・運行台数・運行本数のコスト
・運行ルート等の運営の仕組み
が複雑

支援政策のまとめ
買い物弱者が直面する主な４つの問題

支援策の問題点

品揃え、コミュニケーションを意識した移動販売

「買い物」がもつ多様な価値

会食サービス

移動販売・移動手段の提供の
デメリット

提言：具体的な支援策
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残された課題
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分析の定義・仮定について データについて

小売店の定義が甘い
６５歳以上人口全員が車を利用で

きないこととしている

同じ年度のデータが揃わなかった
個人の詳細な居住データ

がなかった

採算の取れる事業として成り立つ
のか深く考察できなかった

採算性について
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